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①小説・戯曲　②文芸評論・エッセイ・伝記　③児童文学　部門  応募のきまり
１　原稿での応募
　応募要領３　応募基準にあるとおり、①②③各部門の基準枚数内の１編を１点として応募
してください。ただし、③児童文学部門の詩は１０編を１点とします。
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　◆用紙はＡ４判４００字詰め原稿用紙、もしくは
　　Ａ４判の白紙（横長の向き・片面）のいずれかで
　　作成してください。
　◆文字は、縦書き・楷書で記入してください。
　◆パソコン使用の場合、４０字×３０行とします。
　　児童文学部門は、２０字×２０行も可とします。
　　なお、罫線の印刷はしないでください。
　◆余白に応募ジャンルと、４００字詰め原稿用紙
　　換算枚数を朱書きで記入してください。
　　※左記、記載例を参考にしてください。
　　　なお、記載例は原稿用紙での応募の場合です。
　◆本文の前に、４頁で説明した「表紙」を付け、ホ
　　チキスやクリップで右上を綴じてください。

２　掲載誌又は単行本で応募する場合
　下記応募票の＊１に、選考の対象とする部分を「○
○頁から○○頁まで」と明記してください。
　なお、前記の方法で選考対象とする部分を明示する
ことが難しい場合には、作品を応募基準枚数内の原稿
用紙に収めて書き直してご応募ください。
　あわせて応募票の＊２も忘れずに明記してご提出く
ださい。

【原稿での応募の際の記載例】
（パソコン使用の場合も同様に記載し、

罫線は印刷しないでください。）

一
行
目
か
ら
本
文
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
句
読
点
も
一
マ
ス
と
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
ジ
ャ
ン
ル
と
換
算
枚
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
①
小
説
等
・
②
エ
ッ
セ
イ
等
・
③
児
童
文
学
部
門

第５７回　埼玉文芸賞　応募票
太枠内は必須項目です。

※個人情報は、応募者への問合せもしくは当館の事務以外には使用しません。

（きりとりせん）
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（該当するものを○で囲んでください）

原稿 ・ 単行本 ・ その他（掲載誌等）

（該当するジャンルを〇で囲んでください）
① 小説・戯曲   ② 文芸評論・伝記・エッセイ

③ 児童文学（小説・童話・詩）
ふ り が な

ペンネーム
ふ り が な
本　名

〒　　　　－　　　　　　

部門①､②､③（詩を除く）の『掲載誌』『単行本』の場合の審査対象ページ
（　　　　 頁）から（　 　　　頁）まで　/　４００字詰原稿用紙換算（　  　　　 枚）

『掲載誌』『単行本』の場合

発行年月日（令和　　年　　月　　日）

受付番号（事務局が記入）

ふ り が な
題 名

誌名・タイトル（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　  ）




